



























































































































































































































































































































































































































































王既邦』には 伝世文献中にはほとんど見ることのできなかった、成王と周公旦との政治的問答が記されている そ で、これらの文献と伝世文献とを比較することにより、その思想史上における位置づけを明確にすることを目指した。
その結果、両文献を考察することにより、戦国中期頃の楚には、





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































比叡山や南都寺院にも、さまざまな書籍を通して つとに宋元の知識や情報は受容されていた。とはいえ、日本中世 編 れた語録・詩文集は、単に中国からの直輸入の産物
ではなく、当時の禅






































































僧の漢詩文や絵像・画軸など 分析 通 て、中世禅僧 文芸活動とそ 歴史的背景や広がりを明らかにした。
具体的には、十四世紀末には日本僧と中国文人の間で、北野天











































































































































































































































































































































西北辺境軍政文書」に引用される赦書が南宋成立時に下された赦書であり、その赦書が成立直後の 中央政府と陝西地域とを結ぶとともに、陝西地域における軍備再建 円滑化、効率化 作用したと指摘した。また、陝西地域の 介在する「将」姿から、兵員管理や軍事力掌握が「将」を単位としていたこ が窺える。
以上を通じて、北宋の軍事政策が対外情勢と密接に連動して展










































































































































工業組合の規約はしばしばポリツァイに関する条項 含ん お手工業者が参事会当局との交渉を通じて上からのポリツァイを許容できる範囲にお 秩序とし 受け入れていたことを示してい 。統治権力の規範は都市住民 の間のコミュニケーションによって合意が調達されたかぎりにお て実効性 持ちえたのである。
このような、統治権力の法的規範と都市住民の共同体的な社会
的コントロールが交差するなかに都市社会の現実における秩序が形成されるという認識は、司法の実践という面からも見て取れる。ミュンヘンの諸法令において暴力の行使は基本的に「犯罪」として捉えられているが、実際の裁判ではか らずしも厳格に適用されていたわけではない。裁判所は日常的な紛争や暴力、規範 逸脱を当事者の社会関係に配慮しつつ裁 おり、制裁より 仲裁と和解が重視されていた。そ 意味で都市の公 も
暴力の抑
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































なタームが使われているように、怪異 開化が相反すると思われている一方で、その語りはまぎれもなく開化の用語を流用し 変化がみられること 示さ 。
心霊研究の伝播のネットワークは世界的であり、その受容は西
洋から衝撃を受けた中国やインドなどのアジア諸国の伝統文 の再編において重要であ 。しかし、従来の研究は明治日本における心霊学の流行を一つの社会現象 て捉え ことに留まっている。その受容 諸相 解明する一環として 本論文 西洋での心霊学の流行を強く意識し、心霊学に関心を持っ いた夏目漱石と森鷗外の二人の作家を中心として心霊学が作家の認識及び当時の文芸作品に与えた影響について検討した。
本論文は二部構成に分け、
第一部では夏目漱石における心霊学


































の関連性について考察する 森鷗外と明治期 心霊学 流行 関して、従来は明治
40年代に鷗外が翻訳した怪奇小説が、彼の創作



























































































































してから、生涯を閉じる昭和四十（一九六五）年まで 五十六年間にわたる創作時期は、まさに日本の女性史が西洋 フェミニズムと共 、独自の特徴を持 発展した時期と重なる。家系や社会の状況、乃至は私生活に至るまで は婦人問題に多大な関心をよせている。そこで、
谷崎の「女性崇拝」
・「母性思慕」をテー




























































































































































































































































































































女権拡張といった婦人問題が叫ばれるようになっ 時代風潮 中で『猫と庄造 二人のを
んな』は構想され、一匹の猫を巡る登場



























と二人のをんな』における が「怠け者」として設定されることを通して、当時急激な高まりをみせた女性 経済的独立、あいは母性主導といった女権拡張の主張に対し 暗に批判を行って
いると考えられる。
以上より、谷崎の作品における母とは、単に息子によって思慕












































よって、大江初期作品 「学生もの」の中で、そこに登場している学生がどのような役割 果たして る かを見てみたい。各章の内容は以下の通りである。
第一章では『奇妙な仕事』に登場するアルバイトの学生を中心
























































































































































のとして読む。青年が報復を諦めるに至るまでの経緯への考察を通して、作品が「監禁状態」を描いたものであるという先行論の指摘や、閉じこもりという報復手段と、女の歌声が報復 放棄に導いたことに「説得力」がないとして作品を低く評価してきた従来の説は妥当性が欠けている 指摘し、新たな読みを提示 た。
以上、大江初期作品における五つの「学生もの」についての考
察において、作品に登場する大学生への考察を糸口として、それぞれの作品に対する読みを提示すると共に、個々の作品の大江自身の作品及び同時代の との関係 を示した。これらの「学生もの」において、戦後高度経済成長期を生き いるアルバイト学生を通して 社会批判、学生という存在のみならず人間存在そものの不安定さを描 たもの、
現実にかかわっていこうと「跳ぶ」
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作品の分析について触れた後、 が従弟と共に散歩に出かける前の、不快な天気や気に障る蜂などという外界の刺激 焦点を当てて、考察を行った。次に、鴨を買いに行く途中や手 入れた後に軍隊の演習を見かけ 時の「自分」の心理について分析した。そして、帰り道で「一年志願兵」 惨めな状態に遭遇し、その状況や の 出遭った兵隊たちの様
子を目にして影響される「自



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本でも同様に確認できることを 刊本 写本での結果が一致することにより、キリシタン資料の拗音節表記が硬口蓋化という音声的要因に基づいていることをより一層強固に裏付け 。
続く第Ⅱ部では、 Ⅰ部のキリシタン資料で確認されたような









































































































































































































口蓋化の二種を設定することで、日本語史における硬口蓋化の諸現象が体系的に把握できることを指摘した。また、キリシタン資料のオ段拗長音表記と上代特殊仮名遣いのイ列・エ列 表記区分が近似していることも指摘し、こ 共通点が生じ 要因は 硬口蓋化という音声現象にあるだけでなく、音素数の多い外国文字で音素数の少ない日本語の音声を表音的に写そう した 動機 表記手法の点における共通点も関わっていることを述べた。
以上の検討を通して、日本語拗音節では硬口蓋化の二種と子音














































































イディオム 受動文 擬似受動文 知覚動詞・使役動詞のがどのように派生される を説明することである。
第一章では、受動化は単なる語彙的な操作ではなく統語的操作































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































交換ができたことや愚痴を話し合ってすっきりとした気分 なれたこと、話し合う中で自分を見つめ直す機 や仲間を得ることができ などが挙げ れた。問題点としては、場所の確保や周囲の理解を得ることの困難さ、そして、非常勤講師であるこ から時間
的な制約への考慮が必要であったこと、また、参加した４


























































ビューでは、会で話した各自 悩みについて、過去をさかのぼることでその悩みの根源を探った。その結果、３人の協力者たち悩みが、それぞれに理想として求めた教師像 学生像を現実的に得ることに困難を感じ ために生じ も であることがわかった。その教師像や学生像は、大学や養成講座 授業などの周囲の価値観や、大学や留学先での「被教育体験」から影響を受けた「言語教育 」が反映されたもの あった。協力者たちは自分 の根源を理解したことで、悩みを克服する方向へ進むことができた。しかしその一方
で、彼女らの日本語教師の仕事の経済面や社会的
地位の低さについての悩みには 日本が他の先進国と比べて性別役割の意識の強い社会である が大きく影響し 話し合うだけで解決するのは難 ことがわかった。
このように、３人の協力者の悩みを見ていくと、教室での実践








































































立する。歌人たちは、指標とする過去からの距離を測定することによって、自らの生きる時代の位相を見定め、過去に詠まれた歌を常 基点としながら、新しく詠まれた歌の価値を判断していた。そこでは当然、古歌を何 かのかたちで自らの詠歌に再利用するという行為が、積極的に遂行されることになる。こ 方法論 総体こそ、今日「本歌取」 いう用語をもって把握され ものである。
しかし、今日に至るまで蓄積されてきた「本歌取」に関する研


























































































































































































































































































































































































































































































































































かえって増やしている場面が多い。北野は、生と死、暴力と抑制のような両極端の概念の差が、意味をもたないものであることを表わすために、意図的に構図を破壊した奇形的 構図と反復 拡張を用いて、観客を覚醒させ のである。映画の主人公る
我妻は言語を通じた対話能力をもたない男であるが、暴力を通





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それを盲目的に受け入れ の かった。幼い ろ ら学んだ華厳と真言に軸足を置きながら、さまざまな情報を選択的 取り入れて造形活動 反映させていっ ことをあらためて強調しておきたい。
